
環境にやさしい資材の取扱い拡大でコストを削減

【生分解性マルチの取り組み】

ＪＡ 県 域 全 国 域

役割分担
○推進ターゲットへの推進
〇部会行事での推進

○推進ターゲットのＪＡとの共有
〇ＪＡとの同行推進

○事例集から推進ターゲットの選定
〇県域との推進ターゲットの共有

【役割分担】

○収穫後に土中にすき込むこむため、面倒なマルチ除去の手間が軽減
され、労働時間が短縮されることにより、農地の規模拡大につながる。
○通常のマルチで発生する廃棄物処理の手間・費用を省くことができる。

＜生分解性マルチ導入のねらい＞

生分解性マルチ

＜本会取扱実績・計画＞

＜今後の取り組み＞

R2年度 R3年度 R6年度計画

61,500本 70,000本 100,000本

＜ポリマルチと生分解性マルチのコスト比較（例：とうもろこし）＞

（単位：円/10a）

※使用規格は95cm×200m/本、処理費は50円/kgで試算（Ｒ１本会試算）

○生分解性マルチの導入により、トータルコストの低減を図ることは可能で
あるものの、生分解性マルチ自体の価格が高いため、産地にて導入に
至らないケースが多い。
○事例集から推進ターゲットの選定と実践。

使用
本数

資材費
回収作
業費等

回収等
作業時間

処分費 合計

ポリ
3.5本

6,370 14,400 16h 1,465 22,235

生分解 22,225 － ― － 22,225


